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1. 研究の背景
　日本は地震や台風などの自然災害が多く，特に東日本大震
災から防災意識がより高まっている。その災害時に最も深刻
となる停電に対して，電力がなくても発光する蓄光素材が注
目されている1,2)。現在，自ら発光する繊維を用いて蓄光糸が
開発されているが，衣類などの商品化までには至っておらず，
身の回りの衣服や日用品などへの活用が期待されている。
2. 本研究の目的
　防災から日常に至る様々な場面で利用が期待できる蓄光糸
の新たな性能を見出すため，震災時に蓄光素材による光の存
在が安心感を与えたという被災者の声をもとに，本研究では
人に癒しを与える効果の可能性を被験者実験によって検証し
た。また，蓄光糸を用いて布にした場合に，織編構造の違い
によって明るさや癒しの効果がどの程度異なるのか，蓄光布
を織編し同じく被験者実験によって検証した。
3. 既往研究と本研究の位置づけ
　小野寺や谷らは，様々な蓄光糸を用いた織編布を作成し，
蓄光の明るさの指標であるりん光輝度が摩擦や洗濯によって
変化するのか，日常における消費性能について明らかにして
いる3,4)。蓄光起毛糸，集束撚糸，蓄光リリヤン糸，反射繊維
と蓄光繊維の撚糸のりん光輝度測定から，光が照射する表
面積が大きくより多くの光を蓄積できる蓄光起毛糸が最もり
ん光輝度が高くなることを明らかにしている。これらの研究
結果をもとに，本研究においても蓄光起毛糸を用いて 3 種類
の光源による明るさや心理的効果を検証した。
4. 研究方法
4-1　実験試料
　各種蓄光糸はヒロタ工繊有限会社より購入し，本実験のた
めに実験 1 の試料として蓄光起毛編布（図 1），実験 2 は平織，
斜文織，朱子織と密度の異なる 3 種の編布（図 2）を試験布
とするため織編した。
4-2　実験機器
(1) 唾液アミラーゼモニター（NIPRO 社製）　唾液に含まれる
アミラーゼの活性値を測定しストレス指標として用いた。
(2) 光源ボックス（GTI Graphic Technology Inc.）　光源ボッ
クスの D50 蛍光灯（光源 1），タングステンランプ（光源 2），
D65 蛍光灯（光源 3）いずれかを照射した蓄光布を，被験者
には別日に提示して実験をおこなった。
(3) 色彩輝度計（CS-150：コニカミノルタ社製）　作成した蓄
光布のりん光輝度を測定するために使用した。
4-3　実験方法
　研究対象者は，性別と年齢を限定し個体差による影響をな
くすために 20 代の女性 18 名に被験者を依頼した。1 日 1 光
源とし，約 50 分の評価実験を計 3 回実施した。
＜実験 1＞
 ①被験者にストレスをかけるため 100 マス計算を実施。
 （別室にて，蓄光起毛編布を 20 分間光源照射開始。）
 ②暗所でのストレス指標を測定するために，被験者には
唾液採取用チップを渡しておき，暗所実験室で 10 分間
椅座位安静で待機。その後，1 回目の唾液採取を指示。
 ③チップを回収後，20 分間光源照射した蓄光起毛編布
を被験者に提示し，10 分間暗所で黙視。その後，2 回目
の唾液採取を指示。
 ④室内を点灯してチップを回収後，主観評価を実施。
 （SD 法，7 段階尺度，30 項目）
＜実験 2＞
 ⑤再び被験者には暗所実験室で椅座位安静で待機。
 （別室にて，織布または編布を 10 分間光源照射開始。）
 ⑥織物 3 種類と編物 3 種類の各布を提示し，「最も落ち
着くもの」と「明るいもの」の順位を口頭で質問。
 ⑦別日に異なる光源を照射して①～⑥を実施。
5. 結果および考察
5-1　唾液アミラーゼの測定
　唾液アミラーゼの結果を光源別に比較してみると，光源 1
と光源 2 ではストレスが減っている人が多く，光源 3 ではス
トレスが増えている人が多いことがわかった。このことから，
蓄光布による心理的変化は光源によって異なる可能性がある
と考えられる。しかし，被験者による差が大きく，その要因
として被験者の唾液分泌量が少なく測定値に影響したことや，
被験者の暗所に対する抵抗感があると考えられる。
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5-2　暗闇でりん光する蓄光起毛編布の主観評価
　各光源を照射した蓄光起毛編布に対して，被験者が 7 段階
で評価した各項目の得点の平均を図 3 に示した。光源による
大きな違いはあまりなく，3 種類の光源で共通して評価が高
かった項目は，「安らぎのある」「明るい」「見えやすい」「和
む」「鮮明な」「単純な」「新しい」であった。このことから，
蓄光起毛布の光は，見たことがない新しい光であるが，明る
く鮮明で単純な光であり，見えやすく安らぎを感じさせる和
む光となる。ただ，光源によって若干評価が異なる項目もあり，
光源による違いが全く無いとは言えない。各光源を照射した
蓄光布のりん光輝度を測定すると異なっていたことから，光
源による明るさの違いによる影響も考えられる。
　評価項目の中で，「明るい」と「落ち着く」に着目し，他
の評価項目との相関係数を求めた。「明るい」と相関が強い
項目は「見えやすい」「鮮明な」であり，「落ち着く」との相
関が強い項目は「安全な」「安らぎのある」であった。よって，
蓄光の明るさは鮮明で見えやすく，安全で安らぎのある光で
人を落ち着かせる癒しの効果をもたらすのではないかと期待
できる。一方，蓄光起毛編布のりん光輝度の数値と主観評価
項目との関連性をみると，りん光輝度の強さに伴って「明る
い」と評価されているが，「見えやすい」「快適な」「温かみ
のある」の評価は下がる傾向にあり，蓄光の光が強くなると
逆に見えやすさや光の温かみ，快適感などは薄れてしまう可
能性が考えられる。
5-3　「落ち着く」または「明るい」蓄光布の評価
　織布 3 種の中で「落ち着く」ものとして，図 4（a）のとお
り朱子織を選ぶ人が多く，次に斜文織，平織の順となった。
今回の織布製作では，蓄光糸が滑るため交錯点が多いものほ
ど密に織ることができなかった。よって，織組織よりも密度
の違い＝輝度の違いによる影響は大きい。編布も密度が大き
いほど落ち着くと答える人が多かった。その一方で，「落ち
着く」と評価することを難しく感じた被験者もいたことや，
視覚的に 3 種類の蓄光布に大きな違いがないという意見も聞
かれた。したがって，密度が大きいものが落ち着くと評価さ
れているが，あまり差は感じていなかった可能性も考えられ
る。
　最も「明るい」織布は，図 4（b）のとおりどの光源でも
朱子織が選ばれ，編布も密度が大きいものほど多かった。各
蓄光布のりん光輝度の数値も同じ順で高くなることから，密
度が大きい蓄光布ほど明るいと感じていることが確認できた。
　光源別にみると，輝度計で計測した数値は光源 2 が最も高
いが，最も「落ち着く」と感じる織布の選択結果が分かれて
おり，明るくなることで「落ち着く」という評価を難しくし
ている可能性も考えられる。
6. 結論および今後の課題
　蓄光布は，やはり密度が大きいものほど明るく蓄光し，そ
の光に安全で安らぎを感じ落ち着くと評価されたが，明るさ
に伴って見えやすさや温かみ，快適感が薄れる傾向もあった。
また，「落ち着く」という評価の難しさから，それほど織編
構造における差は感じ得ないことも示唆された。蓄光糸を使
用するコストを考えた場合に，逆に使用量を増やすことなく
癒しや明るさを充分に得ることができる可能性も考えられる。
　今回，唾液採取による心理的効果の検証には課題を残した。
被験者の唾液分泌量が少なく測定値に影響したことや，被験
者によっては暗所に対する抵抗感も大きいことから，実験条
件や方法について再検討することで，より明確に蓄光布の癒
しの効果が証明されることを期待したい。
倫理審査及び謝辞
　本研究は，武庫川女子大学研究倫理委員会の承認（承認番
号 No.17-100）を得て実施しました。本研究の実施にあたり，
被験者としてご協力いただいた皆様に，心よりお礼を申し上
げます。
参考文献
1)  東尾正，高輝度蓄光式誘導標識の解説とその有効活用について，
建築設計士，6，37-42，2006
2)  林田和人，渡辺仁史，日本建築学会技術報告集，13， 26，721-724，
 2007
3)  小野寺美和，谷明日香， 竹本由美子，日本家政学会被服衛生学部
会第 35 回被服衛生学セミナー要旨集，2016
4)  谷明日香，小野寺美和，竹本由美子， 四天王寺大学紀要（Ⅰ）， 
66，277-286， 2018
図3　光源別における各評価項目の平均値
（光源1：D50，光源2：タングステン，光源3：D65）
図4　各光源を照射した織布及び編布の中で最も「落ち着く」
または「明るい」と評価した人数
-3
-2
-1
0
+1
+2
+3
光 源 １ 光 源2 光 源3
非常に
とても
やや
普通
やや
とても
非常に
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
平織 斜文織 朱子織 編（粗） 編（中） 編（密）
人
数
光源1 光源2 光源3
0
10
20
30
40
50
60
平織 斜文織 朱子織 編（粗） 編（中） 編（密）
人
数
光源1 光源2 光源3
(a)「落ち着く」 (b)「明るい」
卒業論文要旨.indd   58 19/11/25   20:13
?????? ????
 
 
 
?????? ????
58 生活環境学研究 No.7 2019
 
 
1. 研究の背景
　日本は地震や台風などの自然災害が多く，特に東日本大震
災から防災意識がより高まっている。その災害時に最も深刻
となる停電に対して，電力がなくても発光する蓄光素材が注
目されている1,2)。現在，自ら発光する繊維を用いて蓄光糸が
開発されているが，衣類などの商品化までには至っておらず，
身の回りの衣服や日用品などへの活用が期待されている。
2. 本研究の目的
　防災から日常に至る様々な場面で利用が期待できる蓄光糸
の新たな性能を見出すため，震災時に蓄光素材による光の存
在が安心感を与えたという被災者の声をもとに，本研究では
人に癒しを与える効果の可能性を被験者実験によって検証し
た。また，蓄光糸を用いて布にした場合に，織編構造の違い
によって明るさや癒しの効果がどの程度異なるのか，蓄光布
を織編し同じく被験者実験によって検証した。
3. 既往研究と本研究の位置づけ
　小野寺や谷らは，様々な蓄光糸を用いた織編布を作成し，
蓄光の明るさの指標であるりん光輝度が摩擦や洗濯によって
変化するのか，日常における消費性能について明らかにして
いる3,4)。蓄光起毛糸，集束撚糸，蓄光リリヤン糸，反射繊維
と蓄光繊維の撚糸のりん光輝度測定から，光が照射する表
面積が大きくより多くの光を蓄積できる蓄光起毛糸が最もり
ん光輝度が高くなることを明らかにしている。これらの研究
結果をもとに，本研究においても蓄光起毛糸を用いて 3 種類
の光源による明るさや心理的効果を検証した。
4. 研究方法
4-1　実験試料
　各種蓄光糸はヒロタ工繊有限会社より購入し，本実験のた
めに実験 1 の試料として蓄光起毛編布（図 1），実験 2 は平織，
斜文織，朱子織と密度の異なる 3 種の編布（図 2）を試験布
とするため織編した。
4-2　実験機器
(1) 唾液アミラーゼモニター（NIPRO 社製）　唾液に含まれる
アミラーゼの活性値を測定しストレス指標として用いた。
(2) 光源ボックス（GTI Graphic Technology Inc.）　光源ボッ
クスの D50 蛍光灯（光源 1），タングステンランプ（光源 2），
D65 蛍光灯（光源 3）いずれかを照射した蓄光布を，被験者
には別日に提示して実験をおこなった。
(3) 色彩輝度計（CS-150：コニカミノルタ社製）　作成した蓄
光布のりん光輝度を測定するために使用した。
4-3　実験方法
　研究対象者は，性別と年齢を限定し個体差による影響をな
くすために 20 代の女性 18 名に被験者を依頼した。1 日 1 光
源とし，約 50 分の評価実験を計 3 回実施した。
＜実験 1＞
 ①被験者にストレスをかけるため 100 マス計算を実施。
 （別室にて，蓄光起毛編布を 20 分間光源照射開始。）
 ②暗所でのストレス指標を測定するために，被験者には
唾液採取用チップを渡しておき，暗所実験室で 10 分間
椅座位安静で待機。その後，1 回目の唾液採取を指示。
 ③チップを回収後，20 分間光源照射した蓄光起毛編布
を被験者に提示し，10 分間暗所で黙視。その後，2 回目
の唾液採取を指示。
 ④室内を点灯してチップを回収後，主観評価を実施。
 （SD 法，7 段階尺度，30 項目）
＜実験 2＞
 ⑤再び被験者には暗所実験室で椅座位安静で待機。
 （別室にて，織布または編布を 10 分間光源照射開始。）
 ⑥織物 3 種類と編物 3 種類の各布を提示し，「最も落ち
着くもの」と「明るいもの」の順位を口頭で質問。
 ⑦別日に異なる光源を照射して①～⑥を実施。
5. 結果および考察
5-1　唾液アミラーゼの測定
　唾液アミラーゼの結果を光源別に比較してみると，光源 1
と光源 2 ではストレスが減っている人が多く，光源 3 ではス
トレスが増えている人が多いことがわかった。このことから，
蓄光布による心理的変化は光源によって異なる可能性がある
と考えられる。しかし，被験者による差が大きく，その要因
として被験者の唾液分泌量が少なく測定値に影響したことや，
被験者の暗所に対する抵抗感があると考えられる。
江崎 茜，三戸 百華
［指導教員：武庫川女子大学講師　竹本 由美子］
  
キーワード：蓄光，防災，暗所，主観評価，りん光輝度
暗闇における蓄光布の視認性と心理的効果
←　　　　　→   大
編（密）
  小
編（粗）
 密度
編（中）
図2　蓄光燃糸と3種類の編布図1　蓄光起毛編布
生活環境学研究 No.7 2019 59
 
5-2　暗闇でりん光する蓄光起毛編布の主観評価
　各光源を照射した蓄光起毛編布に対して，被験者が 7 段階
で評価した各項目の得点の平均を図 3 に示した。光源による
大きな違いはあまりなく，3 種類の光源で共通して評価が高
かった項目は，「安らぎのある」「明るい」「見えやすい」「和
む」「鮮明な」「単純な」「新しい」であった。このことから，
蓄光起毛布の光は，見たことがない新しい光であるが，明る
く鮮明で単純な光であり，見えやすく安らぎを感じさせる和
む光となる。ただ，光源によって若干評価が異なる項目もあり，
光源による違いが全く無いとは言えない。各光源を照射した
蓄光布のりん光輝度を測定すると異なっていたことから，光
源による明るさの違いによる影響も考えられる。
　評価項目の中で，「明るい」と「落ち着く」に着目し，他
の評価項目との相関係数を求めた。「明るい」と相関が強い
項目は「見えやすい」「鮮明な」であり，「落ち着く」との相
関が強い項目は「安全な」「安らぎのある」であった。よって，
蓄光の明るさは鮮明で見えやすく，安全で安らぎのある光で
人を落ち着かせる癒しの効果をもたらすのではないかと期待
できる。一方，蓄光起毛編布のりん光輝度の数値と主観評価
項目との関連性をみると，りん光輝度の強さに伴って「明る
い」と評価されているが，「見えやすい」「快適な」「温かみ
のある」の評価は下がる傾向にあり，蓄光の光が強くなると
逆に見えやすさや光の温かみ，快適感などは薄れてしまう可
能性が考えられる。
5-3　「落ち着く」または「明るい」蓄光布の評価
　織布 3 種の中で「落ち着く」ものとして，図 4（a）のとお
り朱子織を選ぶ人が多く，次に斜文織，平織の順となった。
今回の織布製作では，蓄光糸が滑るため交錯点が多いものほ
ど密に織ることができなかった。よって，織組織よりも密度
の違い＝輝度の違いによる影響は大きい。編布も密度が大き
いほど落ち着くと答える人が多かった。その一方で，「落ち
着く」と評価することを難しく感じた被験者もいたことや，
視覚的に 3 種類の蓄光布に大きな違いがないという意見も聞
かれた。したがって，密度が大きいものが落ち着くと評価さ
れているが，あまり差は感じていなかった可能性も考えられ
る。
　最も「明るい」織布は，図 4（b）のとおりどの光源でも
朱子織が選ばれ，編布も密度が大きいものほど多かった。各
蓄光布のりん光輝度の数値も同じ順で高くなることから，密
度が大きい蓄光布ほど明るいと感じていることが確認できた。
　光源別にみると，輝度計で計測した数値は光源 2 が最も高
いが，最も「落ち着く」と感じる織布の選択結果が分かれて
おり，明るくなることで「落ち着く」という評価を難しくし
ている可能性も考えられる。
6. 結論および今後の課題
　蓄光布は，やはり密度が大きいものほど明るく蓄光し，そ
の光に安全で安らぎを感じ落ち着くと評価されたが，明るさ
に伴って見えやすさや温かみ，快適感が薄れる傾向もあった。
また，「落ち着く」という評価の難しさから，それほど織編
構造における差は感じ得ないことも示唆された。蓄光糸を使
用するコストを考えた場合に，逆に使用量を増やすことなく
癒しや明るさを充分に得ることができる可能性も考えられる。
　今回，唾液採取による心理的効果の検証には課題を残した。
被験者の唾液分泌量が少なく測定値に影響したことや，被験
者によっては暗所に対する抵抗感も大きいことから，実験条
件や方法について再検討することで，より明確に蓄光布の癒
しの効果が証明されることを期待したい。
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または「明るい」と評価した人数
-3
-2
-1
0
+1
+2
+3
光 源 １ 光 源2 光 源3
非常に
とても
やや
普通
やや
とても
非常に
0
2
4
6
8
10
12
14
16
18
平織 斜文織 朱子織 編（粗） 編（中） 編（密）
人
数
光源1 光源2 光源3
0
10
20
30
40
50
60
平織 斜文織 朱子織 編（粗） 編（中） 編（密）
人
数
光源1 光源2 光源3
(a)「落ち着く」 (b)「明るい」
卒業論文要旨.indd   59 19/11/25   20:13
